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【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
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   Ｇ１１Ｂ   7/007    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５６１Ｐ
   Ｇ１１Ｂ   7/004   　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/007   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/135   　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/125   　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５６１Ｍ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月17日(2010.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グルーブ構造を有する記録層を備えた光学記録媒体であって、
　前記記録層は、第１の波長で記録することに感応性があり、第２の波長で読み出される
ことに感応性があり、第１の波長において、グルーブ構造は、プッシュ－プル信号を生成
するのに十分大きい１次回折光への回折効率を有し、第２の波長において、ほぼゼロの１
次回折光への回折効率を有することを特徴とする光学記録媒体。
【請求項２】
　前記第１の波長と前記第２の波長との間の差は、５０ｎｍより大きいことを特徴とする
請求項１に記載の光学記録媒体。
【請求項３】
　第１の波長は約４０５ｎｍであり、第２の波長は約６５０ｎｍであることを特徴とする
請求項１または２に記載の光学記録媒体。
【請求項４】
　前記グルーブ構造は、１２０ｎｍ以下のグルーブ幅と、約４０ｎｍのグルーブ深度とを
有することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の光学記録媒体。
【請求項５】
　ＤＶＤなどの媒体であることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の光学記録
媒体。
【請求項６】
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　請求項１または２に記載された光学記録媒体と、該光学記録媒体上に記録するための光
学ピックアップとを含むシステムであって、
　前記光学記録媒体は、第２の波長において第２の開口数で読み出されるよう意図され、
前記光学ピックアップは、第１の波長において記録用光ビームを生成する光源を有し、前
記記録用光ビームの開口数は、第２の開口数に、第１の波長と第２の波長との比率を掛け
合わすことによって与えられることを特徴とするシステム。
【請求項７】
　第１の波長および第２の波長の間の差は５０ｎｍより大きいことを特徴とする請求項６
に記載のシステム。
【請求項８】
　第１の波長は４０５ｎｍであり、第２の波長は約６５０ｎｍであり、開口数は約０．３
７４であることを特徴とする請求項６または７に記載のシステム。
【請求項９】
　光学ピックアップは、プッシュ－プル信号を生成するためのディテクタの前に光ビーム
のＴＥ部分をブロックする極性フィルタを備えることを特徴とする請求項６から８のいず
れかに記載のシステム。
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